
令和３年１０月定例教育委員会会議録 

 

 令和３年１０月１日 定例熊谷市教育委員会を熊谷市役所３０３会議室に招

集する。 

 

○ 出席者 

  野原  晃、大石 聡一、加藤 道子、松島 佳代子、齋藤 洪太 

○ 出席事務局 

  教育次長         鯨井 敏朗 

  教育総務課長       長谷川 和博 

  学校教育課長       爪川 由美子 

社会教育課長       三友 孝二 

  文化財保護・ 

  市史編さん担当副参事   吉野 健 

  文化センター所長     森田 安彦 

教育総務課副課長     浅見 弘江 

  教育総務課主任      吉場 美和 

   

１２時５５分 １０月定例教育委員会開会 

 

 
教育長から、令和３年１０月定例熊谷市教育委員会の開会の宣言があった。 

教育長から、傍聴希望者がいないことの確認があった。 

９月定例教育委員会の会議録については、出席委員全員の承認を得た。 

教育長が、本日の会議録の署名人に、齋藤委員を指名した。 

 

日程第１（報告第１０－１号）寄附申出について 

教育総務課長から、スポーツ振興のためとして、市内の小・中学校にサッカーボ

ール４５個を、公民館利用推進のためとして、中央公民館に車椅子１台を、それぞ

れ寄附申出いただいたとの報告があった。 

文化センター所長から、吉原雅風作の日本画、鹿児島寿蔵関連資料添削原稿等を、

熊谷図書館に寄附申出いただいたとの報告があった。 

 

日程第１（報告第１０－２号）１０月教育委員会行事予定について 

教育総務課長から、次回１１月定例教育委員会は、１１月３日開催の文化功労者

等表彰式終了後に、同会場の研修室にて行うとの説明があった。 

 

日程第１（報告第１０－３号）令和３年度全国学力・学習状況調査結果について 



学校教育課長から、本調査は今年５月に実施され、昨年度は、新型コロナウイル

ス感染症の影響で中止となったため、２年ぶりの調査であるとの説明があった。 

今年度の調査対象は、小学６年生及び中学３年生で、小学校では国語・算数、中

学校では国語・算数・英語の教科について実施した。 

小学６年生の結果は、国語、算数ともに全国や県の平均正答率を上回り、他県と

の比較においても、本市小学校の平均正答率が、全国１位の県を超えている、もし

くは同じであった学校が、国語で２９校中１３校、算数で２９校中１９校、総計で

２９校中１６校あり、特に算数では、全国１位の石川県、東京都と同じ結果であっ

た。 

中学３年生では、国語、数学ともに全国や県の平均正答率を上回り、平均正答率

が全国１位の県を超えている、もしくは同じであった学校が、国語で１６校中７校、

数学で１６校中３校、総計で１６校中５校であった。 

総合振興計画の成果指標の１つとしている「埼玉県結果を１００とした場合の熊

谷市結果の割合」は、１０５．５％であり、コロナ前の令和元年度の１０４．７％

を上回っており、コロナ禍であっても、更に限りなく「学力日本一」に近づいたも

のと捉えているとの報告があった。 

（質疑等） 

 加藤委員から、小学校国語の結果について、市内学校間の差が大きいことから、「学

力日本一」を目指すためには、全体的な底上げが必要なのではないかとの意見があ

り、学校教育課長から、今回の調査では、書く力や自分の考えを述べる力に課題が

見受けられ、今後、学校訪問等で、授業改善に向けた指導・助言を行っていくとの

回答があった。 

 

日程第２（議案第３５号）「熊谷市史編さん大綱」の改定に係る熊谷市史編さん委員

会への諮問について 

文化財保護・市史編さん担当副参事から、本議案は、「熊谷市史編さん大綱」中の

「刊行計画」及び「年次計画」の一部見直しについて、熊谷市史編さん委員会条例

第２条の規定に基づき、熊谷市史編さん委員会へ諮問してよいか伺うものであると

の説明があった。 

「刊行計画」では、我が国最初の公許女性医師で、埼玉県三偉人でもある、本市

出身の荻野吟子について調査を進める中で、重要な新出史料が多数発見されたこと

から、「調査報告書」に「荻野吟子 その歩みと出会い」を追加し、令和４年度の刊

行予定であること等が説明された。 

「年次計画」では、「資料編６・７・８ 近代・現代」の６熊谷地域編上を、令和

４年度から令和１０年度に、「通史編上・中・下巻」の中巻を、令和１１年度から令

和１２年度へ、下巻を令和１０年度から令和１３年度へ、それぞれ刊行年度を変更



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し、「調査報告書 仏像・仏画」全３巻のうち、第２巻目を令和５年度の刊行に、残

る１巻は、進捗状況に応じて刊行することの説明があった。 

（議案は原案どおり可決） 

 

（その他）後援等承認決定した事業について 

教育総務課長から、８月１６日から９月１５日までに、後援等承認決定した事業

が２件あったとの報告があった。 

 

（その他）熊谷市子ども読書活動推進計画（第四次）（案）に関する意見について 

文化センター所長から、当該計画は、５箇年の計画終了ごとに見直しを行い、今

年度は、令和４年度からの第四次計画の改定の年となることから、その素案に対す

る意見聴取について教育委員に依頼があった。 

 

（その他）タブレット端末の適切使用について 

松島委員から、他の自治体で発生した、学校配布のタブレット端末を使用した、

いじめに関するニュースについて、本市ではタブレット端末のパスワード設定等は

どのようになっているのかとの質問があり、学校教育課長から、パスワードは初期

設定のものから新しい別のパスワードに必ず変更すること、タブレット端末使用の

ための約束５か条の配布、教員に対しては情報モラル研修の実施等、タブレット端

末の適切な使用方法について指導を行っているとの回答があった。 

 

  

ほかに報告はなく、教育長の宣言により、令和３年１０月定例熊谷市教育委員会

を閉会した。 

 

 

（１３時５０分 閉会） 

 

 

署名     教育長   野原  晃      

 

 

       委 員   齋藤 洪太      


